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2003年1/2月号　食料と農業経営

NI  No.353 January/February  2003
Food and Farming

＜内容＞
（本文は英語です）

●農民達による新たな反乱
小規模農民達を大地の世話役から奴隷に
変えてしまう農業モデルの問題。

●食料主権
新しい農業パラダイムの概要。

●どうやってアフリカを養っていくのか
飢饉が蔓延するアフリカ。食糧援助、小規
模農場、遺伝子組み換え、債務について、
どう考えていったらよいのか。

●世界貿易の裏にある策略
世界の貿易システムのルールを誰が作り
上げ、米、肉、乳製品、砂糖、小麦、コーヒー、そして遺伝子組み換
え大豆とトウモロコシをなぜコントロールするのか。

●悪のロビン・フッド
2002年の農業法は、2,500億ドルを米国の農業関連の大企業にもた
らした。そして、そのツケを払うのは、他のすべての人々である。

●汚染されたトルティーヤ
メキシコ産のトウモロコシは遺伝子組み換え生物によって汚染され
ている。このスキャンダルに「トウモロコシの民」はどう反応したのか。

●食料と農業経営　－　その事実

●市場とモンスーン
インドのアンドラ・プラデシュからの特別レポート。ビジョン2020と呼
ばれる計画は、2千万人の農民を、彼等の土地から追い立てるもの
だった。

●土地を取り戻せ
今、ブラジルのランドレスムーブメント（MST）が、土地占拠活動に
よって注目を浴びている。そしてまたMSTは、持続可能な農業にも
真剣に取り組み始めた。

●農業問題解決法
世界の国から、すでに行われている実践的な問題解決方法の紹
介：日本、フィリピン、ラオス、中国、ケニヤ、マダガスカル、チュニジ
ア、ブラジル、アルゼンチン、ドイツ。

●魔法の豆
たかだか2世代の産業とは違う、35万世代にもわたる農業の英知。
その経験と知識を生かして未来へ向かおう。

●おいしい革命（あなたに何が出来るのか）

*その他、世界の情勢を伝えるニュースや報告も掲載*
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食料と農業経営　

＜内容＞
(本文は日本語、一部英語です)

＜今月のNI本誌記事＞

●「農民達による新たな反乱」

（NI本誌p9-12の翻訳）

＜Reporting from Japan＞

●DATA FILE：日本の農業

●日本農業よ、どこへ行く？

永田麻美　(「びれっじ」編集長)

＜Contact Points＞

農業関連団体、お米アンテナショップ、消費者団体の

情報など。

＜Country Profile＞

「世界の国のプロフィール － 中国」　

（NI本誌p40の翻訳）

NI（英語版、A4サイズカラー、約40ページ）と日本編集の
NI-Japan(日本語、A4サイズモノクロ、12ページ)をセット
でお届けします。

【年間購読（1･2月号は合併号のため年11回発行）】
10,500円(送料、消費税込み)

【お試し用最新号またはバックナンバー】
1,000円(送料、消費税込み)

＜お問い合わせ・お申し込み＞

有限会社インティリンクス

〒193-0843　東京都八王子市廿里町46-2　　　Tel / Fax：0426-29-4863

E-mail：info@ni-japan.com　　　URL　http://www.ni-japan.com/

この星に住む人間であれば、食料と農業の問題に無関
心ではいられない。グロバリゼーションが進行する中、
農業は革命の嵐にさらされ、すっかり変わろうとしている。
グローバルな市場に賛成する者達は、農村部に住む
人々が豊かになり、国が発展するためには、産業手法
から、一毛作、遺伝子組み換え、農産物輸出に至るま
で、根本的に変える必要があると主張する。片や他の
人々(世界の数百万の農民を含む)は、そのような変化
は、貧困と土地無し農民を増やし、環境悪化を招き、彼
らの生活を破壊するだけだと主張する。そして、フラン
スからインドに至るまで、農業組合の人々による反撃が
始まっている。

いったい誰の言い分が正しいのだろうか？農業の未来
はどうなるのか？果たして、持続可能な農業は、世界の
人々を養っていけるのか？農産物輸出と遺伝子組み
換えという夢の影には、どんな現実が隠れているの
か？農業が変わっていくにつれ、誰が利益を増やし、
誰が苦しみを増しているのか？

＊ホームページから、購読お申し込みや
バックナンバー照会もご利用頂けます。


